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中国は景気が悪いと考えておりましたが、会場内の雰囲気

は非常に明るく、どうしたものかと現地メーカーの方に話を聞い

たところ、我々の認識通り、中国経済は全体としては良くは

ないが、工作機械業界は非常に良いとの事でした。主な要

因としてEVはもちろん、高速鉄道(新幹線)が大きく関係して

いるとの事です。国内がメインですが、海外(ベトナム・ラオス・

アゼルバイジャン)で自国の高速鉄道が採用された為、鉄道

向けのの機械需要は今後も継続されると考えられます。

先述の通り、中国メーカーは一足飛びで5軸加工機の開

発に力を入れており、3軸MCや2軸NC旋盤の展示が圧倒

的に少なかったです。また、汎用機の展示はほぼ無く、NCに

頼った機械作りとの印象を受けました。この点が日本や台湾

との違いを強く感じさせられました。JIMTOFでもそうでしたが、

当展示会の前月に開催されたTIMTOS(台湾)でも基本的

な機械(3軸MC、2軸旋盤)の展示が目立ち、基礎力の向

上、品質(精度)向上に重点が置かれており、工程集約の次

の段階はやはり品質の向上に行きつくのだと感じました。中国

メーカーの中にも、北京精彫のように品質(精度)を最優先に

機械作りをしている会社もあり、今後の発展から目が離せま

せん。

また、2024年より国を挙げて自国製工作機械の強化を進

めており、日本メーカーにとって大きな脅威になることは間違い

ありません。
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中国市場では欧州メーカーの製品が良く売れており、欧州館は非

CIMT2025

2年に1度開催されるアジア最大の工作機械見本市、また今で

は米国・欧州・日本と並ぶ世界4大ショーの一つであるCIMT(中

国・北京)に行って参りましたのでレポートいたします。

開催場所：北京(中国)

開催時期：奇数年の4月

来場者数：211,993人(2025年)、154,957人(2023年)

出展社数：2,200社以上

今回は、小千谷市のスピンドルメーカー『エヌ・エス・エス株式会

社』様(以後、NSS様と省略)からのお仕事とし、CIMTに行って

参りました。NSS様が急遽、同展示会に工作機械向け主軸を

出展する事になり、英語通訳及び来場者の接客対応のご依頼

を頂き、1週間の中国出張となりました。

展示会場は非常に大きく、JIMTOF会場である東京ビッグサイ

トの約3倍の広さになります。ものすごい数の見たことがない中国

メーカーが出展しており、特徴としては5軸MCが非常に多く、ギヤ

関連の加工機(切削、研削)、各種部品メーカーの出展も目立

ちました。特に、中国製NCメーカーについては確認できただけで7

社がブースを構えており、中国工作機械業界が発展していること

を感じました。しかしながら、展示されている機械に搭載されてい

るNCはほとんどがファナック、三菱、シーメンス、ハイデンハインであ

り、発展途上であることが伺えました。

今回はNSS殿のユニフォームを着て来場者の対応をいたしました。
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中国市場では欧州メーカーの製品が良く売れており、欧州館は非

常に活況でした。日本ではあまり見かけませんが、メジャーメーカーの

一つである『HELLER』や『DMG森精機』のブースには多くの来場者

が集まっておりました。DMG森精機が日本館ではなく、欧州館にブー

スを構えていた点が興味深かったです。

また、中国メーカーの特徴として、その販売地域にあります。中国国

内はもちろんの事、ロシアや中東への輸出が目立っておりました。ある

メーカーではブースに中国国旗とロシア国旗を大々的に飾っており、来

場者もロシアの方と思われる方ばかりでした。日本や台湾が同地域へ

の輸出を規制している中で中国メーカーの存在感が増しております。

私は工作機械の売り子であると同時に世界の製品を仕入れるバイ

ヤーでもあります。今回も何か売れる製品がないかを探しながら会場

を回りました。詳細は後日ご案内いたしますが、割り切り製品として中

国製CNC(Gコードプログラミング)を搭載したマシニングセンタ(立・横・

門形)を日本で販売したいと考えております。位置決め精度は

0.01mm(10μm)と日本製より少し劣りますが、価格重視、お客様

に多様な選択肢をご提供する事を目的として、立形MC[BT30 or 

BT40(OP)、テーブルサイズ760×300mm]を290万円(税別)～、

他にも横形、門形も販売したいと考えております。ATC付の3軸CNC

制御タップボール盤と考えて頂ければと思います。

青木社長の略歴

1986年6月生まれ(満38歳)

2009年 ㈱兼松KGK 入社

2010年

↓ 同社新潟営業所勤務

2016年

2016年 日鉄物産マテックス㈱ 入社

2017年

↓ 日鉄物産㈱ 米国法人出向

2020年

2021年 ユアサ商事㈱ 入社

↓ 同社新潟支店勤務

2024年

2024年 ㈱青空機械 設立

補助金、その他機械設備に関してご質問等がございましたら、当社までお問合せください。

TEL：070-8303-6632

FAX：050-3588-8241

E-mail：aoki@bsmt.co.jp

中国出張の詳細レポートは当社ホームページに載せております。

ご興味のある方は右のQRコードもしくは、

https://www.bsmt.co.jp までアクセスしてください。

新聞には記載していない内容多数です！！

↑ドイツの大手工作機械メーカー『HELLER』

↑DMG森精機の中国生産機

当社が販売を検討

している中国製MC→

※画像は横形MC
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